
　

逗
子
・
小
坪
で
カ
フ
ェ

　

逗
子
・
小
坪
で
カ
フ
ェ

「
南
町（
み
な
み
ち
ょ
う
）テ

「
南
町（
み
な
み
ち
ょ
う
）テ

ラ
ス
」
を
営
む
。
「
ま
ち
の

ラ
ス
」
を
営
む
。
「
ま
ち
の

駅
」
に
も
登
録
、
地
域
住
民

駅
」
に
も
登
録
、
地
域
住
民

の
交
流
拠
点
に
な
っ
て
い

の
交
流
拠
点
に
な
っ
て
い

る
。
今
年
３
月
、
英
国
で
行

る
。
今
年
３
月
、
英
国
で
行

わ
れ
た
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
世

わ
れ
た
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
世

界
大
会
で
金
賞
に
輝
い
た
。

界
大
会
で
金
賞
に
輝
い
た
。

受
賞
を
励
み
に
一
層
の
ス
テ

受
賞
を
励
み
に
一
層
の
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

　

群
馬
県
生
ま
れ
。
中
学
生

　

群
馬
県
生
ま
れ
。
中
学
生

か
ら
東
京
に
移
っ
た
。
広
島

か
ら
東
京
に
移
っ
た
。
広
島

出
身
で
東
京
の
大
学
に
進
ん

出
身
で
東
京
の
大
学
に
進
ん

だ
仁じ

ん
じ
ん

さ
ん
と
１
９
９
５
年
に

さ
ん
と
１
９
９
５
年
に

結
婚
。
２
０
０
３
年
に
長
女

結
婚
。
２
０
０
３
年
に
長
女

が
生
ま
れ
た
の
を
機
に
鎌
倉

が
生
ま
れ
た
の
を
機
に
鎌
倉

・
七
里
ガ
浜
に
転
居
し
た
。

・
七
里
ガ
浜
に
転
居
し
た
。

　

一
戸
建
て
が
欲
し
い
と
探

　

一
戸
建
て
が
欲
し
い
と
探

し
た
と
こ
ろ
、
小
坪
４
丁
目

し
た
と
こ
ろ
、
小
坪
４
丁
目

に
築
に
築
4040
年
の
古
民
家
が
見
つ

年
の
古
民
家
が
見
つ

か
り
購
入
。
２
０
１
０
年
に

か
り
購
入
。
２
０
１
０
年
に

七
里
ガ
浜
か
ら
引
っ
越
し

七
里
ガ
浜
か
ら
引
っ
越
し

た
。
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

た
。
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
て
２
年
後
に
カ
フ
ェ
を
開

し
て
２
年
後
に
カ
フ
ェ
を
開

店
さ
せ
た
。
「
カ
フ
ェ
を
開

店
さ
せ
た
。
「
カ
フ
ェ
を
開

く
こ
と
は
以
前
か
ら
の
夢
だ

く
こ
と
は
以
前
か
ら
の
夢
だ

っ
た
」
。　
　

っ
た
」
。　
　

　

小
坪
４
丁
目
は
か
つ
て

　

小
坪
４
丁
目
は
か
つ
て

「
南
町
」
と
呼
ば
れ
て
い

「
南
町
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
店
名
は
旧
地
名
を
用
い

た
。
店
名
は
旧
地
名
を
用
い

た
。
眼
下
に
小
坪
湾
と
逗
子

た
。
眼
下
に
小
坪
湾
と
逗
子

マ
リ
ー
ナ
。
晴
れ
た
日
に
は

マ
リ
ー
ナ
。
晴
れ
た
日
に
は

江
の
島
や
富
士
山
、
伊
豆
半

江
の
島
や
富
士
山
、
伊
豆
半

島
、
大
島
が
見
渡
せ
る
。
海

島
、
大
島
が
見
渡
せ
る
。
海

に
面
し
た
７
席
ほ
ど
の
こ
じ

に
面
し
た
７
席
ほ
ど
の
こ
じ

ん
ま
り
し
た
カ
フ
ェ
だ
。

ん
ま
り
し
た
カ
フ
ェ
だ
。

　

コ
ー
ヒ
ー
、紅
茶
、ジ
ュ
ー

　

コ
ー
ヒ
ー
、紅
茶
、ジ
ュ
ー

ス
、
ケ
ー
キ

ス
、
ケ
ー
キ

類
は
３
百
〜

類
は
３
百
〜

６
百
円
。

６
百
円
。

ラ
ン
チ
メ
ニ

ラ
ン
チ
メ
ニ

ュ
ー
は
７
百

ュ
ー
は
７
百

円
か
ら
。

円
か
ら
。

す
べ
て
が
手
作
り
。
人
気
が

す
べ
て
が
手
作
り
。
人
気
が

あ
る
自
家
製
酵
母
パ
ン
は
酵

あ
る
自
家
製
酵
母
パ
ン
は
酵

母
も
自
ら
作
る
。
材
料
は
無

母
も
自
ら
作
る
。
材
料
は
無

農
薬
、
有
機
栽
培
に
こ
だ
わ

農
薬
、
有
機
栽
培
に
こ
だ
わ

る
。
地
元
産
の
シ
ラ
ス
、
ヒ

る
。
地
元
産
の
シ
ラ
ス
、
ヒ

ジ
キ
、
テ
ン
グ
サ
を
用
い
る

ジ
キ
、
テ
ン
グ
サ
を
用
い
る

こ
と
を
心
が
け
る
。

こ
と
を
心
が
け
る
。

　

３
年
ほ
ど
前
、
建
築
家
の

　

３
年
ほ
ど
前
、
建
築
家
の

仁
さ
ん
が
鹿
児
島
県
・
肝
付

仁
さ
ん
が
鹿
児
島
県
・
肝
付

町
の
古
民
家
活
用
の
仕
事
を

町
の
古
民
家
活
用
の
仕
事
を

依
頼
さ
れ
た
。
現
地
を
訪
れ

依
頼
さ
れ
た
。
現
地
を
訪
れ

た
際
に
同
行
し
た
。
同
地
の

た
際
に
同
行
し
た
。
同
地
の

辺へ

塚つ
か
つ
か

集
落
で
栽
培
さ
れ
る
辺

集
落
で
栽
培
さ
れ
る
辺

塚
ダ
イ
ダ
イ
と
出
会
っ
た
。

塚
ダ
イ
ダ
イ
と
出
会
っ
た
。

「
味
と
い
い
、
香
り
と
い

「
味
と
い
い
、
香
り
と
い

い
、
不
思
議
な
魅
力
に
取
り

い
、
不
思
議
な
魅
力
に
取
り

つ
か
れ
た
」
。
早
速
、
マ
ー

つ
か
れ
た
」
。
早
速
、
マ
ー

マ
レ
ー
ド
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ケ

マ
レ
ー
ド
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ケ

ー
キ
の
材
料
に
使
っ
た
と
こ

ー
キ
の
材
料
に
使
っ
た
と
こ

ろ
、
人
気
商
品
と
な
っ
た
。

ろ
、
人
気
商
品
と
な
っ
た
。

３
年
目
で
「
辺
塚
ダ
イ
ダ
イ

３
年
目
で
「
辺
塚
ダ
イ
ダ
イ

マ
ー
マ
レ
ー
ド
」
の
自
信
作

マ
ー
マ
レ
ー
ド
」
の
自
信
作

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
年
３
月
、
英
国
・
デ
ー

　

今
年
３
月
、
英
国
・
デ
ー

ル
メ
イ
ン
で
開
か
れ
た
マ

ル
メ
イ
ン
で
開
か
れ
た
マ

ー
マ
レ
ー
ド
の
世
界
大
会

ー
マ
レ
ー
ド
の
世
界
大
会

「T
he W

orld's O
rigi

T
he W

orld's O
rigi

nal M
arm
alade A

w
ar

nal M
arm
alade A

w
ar

ds 2017
ds 2017

」
の
職
人
部
門
に

」
の
職
人
部
門
に

初
め
て
出
品
し
た
。
全
体
で

初
め
て
出
品
し
た
。
全
体
で

３
千
点
以
上
の
エ
ン
ト
リ
ー

３
千
点
以
上
の
エ
ン
ト
リ
ー

の
な
か
、
満
点
で
金
賞
（

の
な
か
、
満
点
で
金
賞
（
5656

店
）
に
選
ば
れ
た
。
「
こ
れ

店
）
に
選
ば
れ
た
。
「
こ
れ

ま
で
は
す
べ
て
自
己
流
だ
っ

ま
で
は
す
べ
て
自
己
流
だ
っ

た
の
で
自
信
に
つ
な
が
っ

た
の
で
自
信
に
つ
な
が
っ

た
」
と
語
る
。

た
」
と
語
る
。

　

カ
フ
ェ
を
中
心
に
多
彩
な

　

カ
フ
ェ
を
中
心
に
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

「
将
来
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の

「
将
来
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の

作
り
方
教
室
も
考
え
た
い
。

作
り
方
教
室
も
考
え
た
い
。

山
が
見
え
る
カ
フ
ェ
も
実
現

山
が
見
え
る
カ
フ
ェ
も
実
現

さ
せ
た
い
」
。
夢
が
膨
ら
む

さ
せ
た
い
」
。
夢
が
膨
ら
む

こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
営
業
は

こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
営
業
は

土
、
日
曜
日
の
み
。
問
い
合

土
、
日
曜
日
の
み
。
問
い
合

わ
せ
は
南
町
テ
ラ
ス
☎
０
４

わ
せ
は
南
町
テ
ラ
ス
☎
０
４

６
７
・

６
７
・
8484
・
７
１
６
２
（
営

・
７
１
６
２
（
営

業
日
の
み
対
応
）

業
日
の
み
対
応
）

 

文
・
写
真　

浅
田
勁

文
・
写
真　

浅
田
勁

　

痛
み
の
場
所
が
移
動
し
て

　

痛
み
の
場
所
が
移
動
し
て

行
く
の
は
大
動
脈
瘤
の
典
型

行
く
の
は
大
動
脈
瘤
の
典
型

的
な
痛
み
で
す
。
大
動
脈
の

的
な
痛
み
で
す
。
大
動
脈
の

血
管
壁
即
ち
中
膜
部
分
の
剥

血
管
壁
即
ち
中
膜
部
分
の
剥

が
れ
る
場
所
の
移
動
は
、
痛

が
れ
る
場
所
の
移
動
は
、
痛

み
の
場
所
の
移
動
と
な
り
ま

み
の
場
所
の
移
動
と
な
り
ま

す
。
心
電
図
検
査
で
異
常
無

す
。
心
電
図
検
査
で
異
常
無

く
、
剥
が
れ
た
大
動
脈
血
管

く
、
剥
が
れ
た
大
動
脈
血
管

壁
の
中
膜
が
、
頭
に
行
く
血

壁
の
中
膜
が
、
頭
に
行
く
血

管
を
塞
ぐ
と
失
神
や
意
識
の

管
を
塞
ぐ
と
失
神
や
意
識
の

消
失
を
起
こ
し
ま
す
。

消
失
を
起
こ
し
ま
す
。

　

心
臓
の
近
く
で
の
血
管
壁

　

心
臓
の
近
く
で
の
血
管
壁

の
中
膜
部
分
の
剥
が
れ
は
大

の
中
膜
部
分
の
剥
が
れ
は
大

動
脈
弁
の
閉
鎖
不
全
で
逆
流

動
脈
弁
の
閉
鎖
不
全
で
逆
流

や
、
心
筋
を
還
流
す
る
血
管

や
、
心
筋
を
還
流
す
る
血
管

の
冠
動
脈
を
塞
い
で
心
筋
梗

の
冠
動
脈
を
塞
い
で
心
筋
梗

塞
も
起
こ
し
ま
す
。

塞
も
起
こ
し
ま
す
。

　

大
動
脈
瘤
は

　

大
動
脈
瘤
は
7070
歳
以
上
の

歳
以
上
の

方
が
７
割
以
上
を
占
め
ま

方
が
７
割
以
上
を
占
め
ま

す
。
こ
の
様
に
多
様
な
症
状

す
。
こ
の
様
に
多
様
な
症
状

を
示
す
時
に
は
、
胸
の
側
面

を
示
す
時
に
は
、
胸
の
側
面

か
ら
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で

か
ら
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で

瘤
に
よ
る
大
動
脈
の
直
径
の

瘤
に
よ
る
大
動
脈
の
直
径
の

拡
大
を
撮
影
観
察
、
更
に
心

拡
大
を
撮
影
観
察
、
更
に
心

臓
超
音
波
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査

臓
超
音
波
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査

の
追
加
が
有
効
で
す
。

の
追
加
が
有
効
で
す
。

　

ま
た
腹
部
の
拍
動
す
る
腫

　

ま
た
腹
部
の
拍
動
す
る
腫

瘍
は
癌
で
な
く
、
腹
部
動
脈

瘍
は
癌
で
な
く
、
腹
部
動
脈

瘤
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

瘤
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
7070
歳

以
上
で
は
２
％
前
後
発
見
さ

以
上
で
は
２
％
前
後
発
見
さ

れ
ま
す
。
欧
米
で
は
３
㎝
以

れ
ま
す
。
欧
米
で
は
３
㎝
以

上
の
腹
部
動
脈
瘤
の
発
見
は

上
の
腹
部
動
脈
瘤
の
発
見
は

８
％
位
で
す
。
血
管
壁
の
中

８
％
位
で
す
。
血
管
壁
の
中

膜
部
分
の
剥
が
れ
は
嘔
吐
や

膜
部
分
の
剥
が
れ
は
嘔
吐
や

腹
痛
そ
し
て
尿
の
出
が
悪
い

腹
痛
そ
し
て
尿
の
出
が
悪
い

等
の
症
状
も
出
ま
す
。
腹
部

等
の
症
状
も
出
ま
す
。
腹
部

超
音
波
検
査
や
更
に
腹
部
の

超
音
波
検
査
や
更
に
腹
部
の

Ｃ
Ｔ
の
検
査
が
必
要
で
す
。

Ｃ
Ｔ
の
検
査
が
必
要
で
す
。

　

手
術
が
必
要
と
な
る
大
動

　

手
術
が
必
要
と
な
る
大
動

脈
瘤
は
、
瘤
の
直
径
６
㎝
以

脈
瘤
は
、
瘤
の
直
径
６
㎝
以

上
、
１
年
間
の
成
長
径
０
・

上
、
１
年
間
の
成
長
径
０
・

５
㎝
以
上
の
も
の
で
す
。
そ

５
㎝
以
上
の
も
の
で
す
。
そ

し
て
多
く
の
大
動
脈
瘤
は
、

し
て
多
く
の
大
動
脈
瘤
は
、

Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
い
、
経
過
観

Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
い
、
経
過
観

察
（
形
の
変
化
や
大
き
さ
の

察
（
形
の
変
化
や
大
き
さ
の

変
化
）
を
し
て
行
き
ま
す
。

変
化
）
を
し
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
胸
と
腹
の
ダ
ブ
ル
で

　

ま
た
胸
と
腹
の
ダ
ブ
ル
で

の
動
脈
瘤
も
有
る
の
で
、
腹

の
動
脈
瘤
も
有
る
の
で
、
腹

に
有
る
時
は
胸
の
検
査
も
合

に
有
る
時
は
胸
の
検
査
も
合

わ
せ
て
行
い
ま
す
。
胸
と
腹

わ
せ
て
行
い
ま
す
。
胸
と
腹

ダ
ブ
ル
で
の
動
脈
瘤
の
有
る

ダ
ブ
ル
で
の
動
脈
瘤
の
有
る

頻
度
は
、
動
脈
瘤
の
ほ
ぼ
８

頻
度
は
、
動
脈
瘤
の
ほ
ぼ
８

％
〜
９
％
で
す
。
そ
し
て
経

％
〜
９
％
で
す
。
そ
し
て
経

過
観
察
中
は
服
薬
し
て
、
血

過
観
察
中
は
服
薬
し
て
、
血

圧
を
適
正
な
値
に
保
ち
ま

圧
を
適
正
な
値
に
保
ち
ま

す
。
ま
た
お
腹
を
ベ
ル
ト
や

す
。
ま
た
お
腹
を
ベ
ル
ト
や

帯
で
締
め
上
げ
な
い
事
や
、

帯
で
締
め
上
げ
な
い
事
や
、

転
倒
に
よ
る
お
腹
や
胸
の
瘤

転
倒
に
よ
る
お
腹
や
胸
の
瘤

に
衝
撃
を
与
え
る
打
撲
に
も

に
衝
撃
を
与
え
る
打
撲
に
も

気
を
付
け
た
い
も
の
で
す
。

気
を
付
け
た
い
も
の
で
す
。

富
士
見
診
療
所　

所
長

富
士
見
診
療
所　

所
長

鎌
倉
市
台
３
―
９
―

鎌
倉
市
台
３
―
９
―
3232

☎
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４
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・

☎
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７
・
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１

　

お
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
く

　

お
友
達
の
家
に
遊
び
に
行
く

よ
う
に
〝
ふ
ら
っ
と
集
え
る
居

よ
う
に
〝
ふ
ら
っ
と
集
え
る
居

場
所
〞
と
し
て
、
平
日
の
放
課

場
所
〞
と
し
て
、
平
日
の
放
課

後
の
時
間（

後
の
時
間（
1515
〜
1818
時
）に
無
料

時
）に
無
料

開
放
し
て
い
る
「
て
ら
こ
や
ハ

開
放
し
て
い
る
「
て
ら
こ
や
ハ

ウ
ス
」（
以
下
て
ら
ハ
ウ
ス
）
。

ウ
ス
」（
以
下
て
ら
ハ
ウ
ス
）
。

　

そ
の
て
ら
ハ
ウ
ス
で
、
４
月

　

そ
の
て
ら
ハ
ウ
ス
で
、
４
月

か
ら
新
た
な
試
み
が
始
ま
っ

か
ら
新
た
な
試
み
が
始
ま
っ

た
。
毎
月
一
夜
限
り
、
最
終
金

た
。
毎
月
一
夜
限
り
、
最
終
金

曜
日
の

曜
日
の
1818
時
か
ら
開
店
す
る

時
か
ら
開
店
す
る

「
ビ
ス
ト
ロ
て
ら
ハ
ウ
ス
」だ
。

「
ビ
ス
ト
ロ
て
ら
ハ
ウ
ス
」だ
。

き
っ
か
け
は
、
あ
る
男
の
子
と

き
っ
か
け
は
、
あ
る
男
の
子
と

の
何
気
な
い
会
話
だ
っ
た
。

の
何
気
な
い
会
話
だ
っ
た
。

　

「
腹
減
っ
た
ー
、
お
菓
子
な

　

「
腹
減
っ
た
ー
、
お
菓
子
な

い
の
？
」
「
も
う
夕
方
だ
し
、

い
の
？
」
「
も
う
夕
方
だ
し
、

御
飯
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ

御
飯
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ

う
よ
？
」
「
で
も
、
お
母
さ
ん

う
よ
？
」
「
で
も
、
お
母
さ
ん

帰
っ
て
く
る
の
夜
９
時
す
ぎ
だ

帰
っ
て
く
る
の
夜
９
時
す
ぎ
だ

か
ら
、
夕
飯
遅
い
ん
だ
よ
」

か
ら
、
夕
飯
遅
い
ん
だ
よ
」

「
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
で
夜
ご
飯

「
じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
で
夜
ご
飯

を
食
べ
る
企
画
し
た
ら
参
加
す

を
食
べ
る
企
画
し
た
ら
参
加
す

る
？
」
「
参
加
す
る
！
絶
対
や

る
？
」
「
参
加
す
る
！
絶
対
や

っ
て
よ
！
」
。

っ
て
よ
！
」
。

　

こ
う
し
た
熱
烈
な
要
望
を
受

　

こ
う
し
た
熱
烈
な
要
望
を
受

け
て
始
ま
っ
た
の
が
、
「
ビ
ス

け
て
始
ま
っ
た
の
が
、
「
ビ
ス

ト
ロ
て
ら
ハ
ウ
ス
」
で
あ
る
。

ト
ロ
て
ら
ハ
ウ
ス
」
で
あ
る
。

参
加
費
は
無
料
。
そ
の
代
わ

参
加
費
は
無
料
。
そ
の
代
わ

り
、
大
学
生
の
お
兄
さ
ん
・
お

り
、
大
学
生
の
お
兄
さ
ん
・
お

姉
さ
ん
と
一
緒
に
夕
食
を
作

姉
さ
ん
と
一
緒
に
夕
食
を
作

り
、
お
片
付
け
も
自
分
た
ち
で

り
、
お
片
付
け
も
自
分
た
ち
で

す
る
の
が
約
束
だ
。

す
る
の
が
約
束
だ
。

　

４
月
は「
餃
子
作
り
」に
挑
戦

　

４
月
は「
餃
子
作
り
」に
挑
戦

し
た
。
普
段
は
や
ん
ち
ゃ
し
て

し
た
。
普
段
は
や
ん
ち
ゃ
し
て

い
る
の
に
、
器
用
な
包
丁
さ
ば

い
る
の
に
、
器
用
な
包
丁
さ
ば

き
で
野
菜
を
切
り
、
尊
敬
を
集

き
で
野
菜
を
切
り
、
尊
敬
を
集

め
た
男
の
子
。
大
学
生
が
具
を

め
た
男
の
子
。
大
学
生
が
具
を

包
む
の
に
戸
惑
っ
て
い
る
と
、

包
む
の
に
戸
惑
っ
て
い
る
と
、

手
際
よ
く
お
手
本
を
見
せ
、

手
際
よ
く
お
手
本
を
見
せ
、

「
こ
う
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ

「
こ
う
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ

！
」
と
指
南
し
て
く
れ
た
女
の

！
」
と
指
南
し
て
く
れ
た
女
の

子
。
子
ど
も
た
ち
の
、
い
つ
も

子
。
子
ど
も
た
ち
の
、
い
つ
も

と
は
違
う
一
面
を
垣
間
見
る
こ

と
は
違
う
一
面
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
み
ん
な
で
包
ん

と
が
で
き
た
。
み
ん
な
で
包
ん

だ
餃
子
は
、
実
に
３
５
０
個
！

だ
餃
子
は
、
実
に
３
５
０
個
！

焼
き
立
て
な
の
に
、
無
理
し
て

焼
き
立
て
な
の
に
、
無
理
し
て

頬
張
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

頬
張
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
見
様
見
真
似
で
具
を

　

ま
た
、
見
様
見
真
似
で
具
を

包
む
、
餃
子
作
り
初
め
て
の
男

包
む
、
餃
子
作
り
初
め
て
の
男

の
子
も
い
た
。
様
々
な
家
庭
状

の
子
も
い
た
。
様
々
な
家
庭
状

況
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
子
ど
も

況
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
子
ど
も

と
保
護
者
で
一
緒
に
夕
食
を
作

と
保
護
者
で
一
緒
に
夕
食
を
作

る
時
間
は
貴
重
な
の
か
も
し
れ

る
時
間
は
貴
重
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
夕
飯
は
、
い
つ
も
一
人

な
い
。
夕
飯
は
、
い
つ
も
一
人

で
食
べ
る
と
い
う
女
の
子
の
話

で
食
べ
る
と
い
う
女
の
子
の
話

も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

も
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

て
ら
ハ
ウ
ス
に
訪
れ
る
の

　

て
ら
ハ
ウ
ス
に
訪
れ
る
の

は
、〝
普
通
〞の
子
ど
も
た
ち
だ
。

は
、〝
普
通
〞の
子
ど
も
た
ち
だ
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
多
か
れ
少
な
か
れ
、
様
々

ぞ
れ
多
か
れ
少
な
か
れ
、
様
々

な
背
景
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て

な
背
景
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て

い
る
。
て
ら
ハ
ウ
ス
で
は
、
そ

い
る
。
て
ら
ハ
ウ
ス
で
は
、
そ

う
し
た
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合

う
し
た
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合

い
な
が
ら
、
日
々
の
思
い
出
を

い
な
が
ら
、
日
々
の
思
い
出
を

積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。
色
々

積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。
色
々

な
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
て
ら
ハ

な
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
て
ら
ハ

ウ
ス
に
、
今
日
も
子
ど
も
た
ち

ウ
ス
に
、
今
日
も
子
ど
も
た
ち

が
、「
た
だ
い
ま
ー
」
と
声
を
張

が
、「
た
だ
い
ま
ー
」
と
声
を
張

り
上
げ
て
帰
っ
て
く
る
。

り
上
げ
て
帰
っ
て
く
る
。

　

鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局

鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
8484
・
９
７
４
６

９
７
４
６

（
平
日

（
平
日
1313
〜
1717
時
）
時
）

h
ttp
:/
/
k
a
m
a
k
u
ra
-

h
ttp
:/
/
k
a
m
a
k
u
ra
-

terakoya.net/
terakoya.net/

　

鎌
倉
に
存
在
し
た
数
あ
る

　

鎌
倉
に
存
在
し
た
数
あ
る

別
荘
の
中
で
も
最
大
規
模
の

別
荘
の
中
で
も
最
大
規
模
の

も
の
は
、
扇
ガ
谷

も
の
は
、
扇
ガ
谷
8484
（
千
葉

（
千
葉

ケ
谷
）
に
あ
っ
た
岩
崎
家
の

ケ
谷
）
に
あ
っ
た
岩
崎
家
の

別
荘
で
あ
っ
た
。

別
荘
で
あ
っ
た
。

　

三
菱
四
代
目
の
岩
崎
小
彌

　

三
菱
四
代
目
の
岩
崎
小
彌

太
が
母
（
早
苗
）
の
療
養
の

太
が
母
（
早
苗
）
の
療
養
の

た
め
に
造
っ
た
も
の
で
、
敷

た
め
に
造
っ
た
も
の
で
、
敷

地
面
積
２
万
２
５
４
９
・
８

地
面
積
２
万
２
５
４
９
・
８

坪
。
駅
近
く
か
ら
佐
助
へ
抜

坪
。
駅
近
く
か
ら
佐
助
へ
抜

け
る
隧
道
の
右
手
谷
戸
の
東

け
る
隧
道
の
右
手
谷
戸
の
東

南
向
き
面
で
あ
る
。
長
谷
の

南
向
き
面
で
あ
る
。
長
谷
の

前
田
家
（
現
、
鎌
倉
文
学

前
田
家
（
現
、
鎌
倉
文
学

館
）
が
約
１
万
坪
で
あ
っ
た

館
）
が
約
１
万
坪
で
あ
っ
た

か
ら
そ
の
倍
以
上
と
な
る
。

か
ら
そ
の
倍
以
上
と
な
る
。

　

鎌
倉
市
が
今
年
５
月

　

鎌
倉
市
が
今
年
５
月
1515
日

に
開
設
し
た
鎌
倉
歴
史
文
化

に
開
設
し
た
鎌
倉
歴
史
文
化

交
流
館
の
施
設
の
あ
た
り
に

交
流
館
の
施
設
の
あ
た
り
に

母
屋
が
あ
り
、
ほ
ぼ
平
屋
で

母
屋
が
あ
り
、
ほ
ぼ
平
屋
で

総
坪
１
９
９
・
６
坪
、
１
階

総
坪
１
９
９
・
６
坪
、
１
階

１
８
５
・
８
坪
、
２
階

１
８
５
・
８
坪
、
２
階
1313

・
８
坪
の
女
中
部
屋
が
あ

・
８
坪
の
女
中
部
屋
が
あ

っ
た
。
母
屋
か
ら
は
由
比

っ
た
。
母
屋
か
ら
は
由
比

ガ
浜
も
見
通
せ
る
位
置
に

ガ
浜
も
見
通
せ
る
位
置
に

あ
っ
た
。
谷
戸
の
下
手
に

あ
っ
た
。
谷
戸
の
下
手
に

茶
室
や
池
が
配
さ
れ
て
い

茶
室
や
池
が
配
さ
れ
て
い

た
。
た
。

　

現
在
あ
る
古
我
邸
は
三

　

現
在
あ
る
古
我
邸
は
三

菱
の
重
役
、
荘
清
次
郎

菱
の
重
役
、
荘
清
次
郎

の
別
荘
で
あ
り
、
一
種

の
別
荘
で
あ
り
、
一
種

の
門
番
的
な
位
置
に
あ

の
門
番
的
な
位
置
に
あ

っ
た
。
谷
戸
の
入
り
口
に
通

っ
た
。
谷
戸
の
入
り
口
に
通

用
門
は
あ
っ
た
が
、
正
門
は

用
門
は
あ
っ
た
が
、
正
門
は

佐
助
へ
ぬ
け
る
隧
道
の
手
前

佐
助
へ
ぬ
け
る
隧
道
の
手
前

か
ら
回
り
込
ん
で
洞
門
を
入

か
ら
回
り
込
ん
で
洞
門
を
入

っ
て
い
た
。
大
正

っ
て
い
た
。
大
正
1010
年
５
月

年
５
月

の
虚
子
の
写
生
文
「
春
雨
小

の
虚
子
の
写
生
文
「
春
雨
小

曲
」
に
佐
助
か
ら
ト
ン
ネ
ル

曲
」
に
佐
助
か
ら
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
た
所
で
「
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
た
所
で
「
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
と
廣
い
別
荘
の
横

を
抜
け
る
と
廣
い
別
荘
の
横

手
に
出
る
」と
書
い
て
い
る
。

手
に
出
る
」と
書
い
て
い
る
。

　

鎌
倉
に
は
岩
崎
家
及
び
三

　

鎌
倉
に
は
岩
崎
家
及
び
三

菱
系
の
人
が
何
人
も
い
た
。

菱
系
の
人
が
何
人
も
い
た
。

岩
崎
小
彌
太
、
母
早
苗
、
弟

岩
崎
小
彌
太
、
母
早
苗
、
弟

俊
彌
、
荘
清
次
郎
な
ど
。
大

俊
彌
、
荘
清
次
郎
な
ど
。
大

正
1212
年
の
関
東
大
震
災
後
の

年
の
関
東
大
震
災
後
の

震
災
見
舞
い
寄
付
金
総
額
約

震
災
見
舞
い
寄
付
金
総
額
約

８
万
円
の
う
ち
、
小
彌
太
が

８
万
円
の
う
ち
、
小
彌
太
が

３
万
円
、
三
菱
一
族
で
合
計

３
万
円
、
三
菱
一
族
で
合
計

４
万
円
を
寄
付
し
て
い
る
。

４
万
円
を
寄
付
し
て
い
る
。

鎌
倉
宝
物
館
（
国
宝
館
）
建

鎌
倉
宝
物
館
（
国
宝
館
）
建

設
に
も
５
千
円
寄
付
し
、
最

設
に
も
５
千
円
寄
付
し
、
最

大
の
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
を

大
の
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
い
る
。

発
揮
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
の
別
荘
は
昭
和
４

　

鎌
倉
の
別
荘
は
昭
和
４

年
、
早
苗
が
な
く
な
る
ま
で

年
、
早
苗
が
な
く
な
る
ま
で

利
用
さ
れ
て
い
た
。
昭
和

利
用
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
1010

年
に
解
体
さ
れ
て
東
京
府
麻

年
に
解
体
さ
れ
て
東
京
府
麻

布
区
笄
町
長
谷
寺
に
寄
贈
さ

布
区
笄
町
長
谷
寺
に
寄
贈
さ

れ
る
が
、
東
京
空
襲
で
焼
失

れ
る
が
、
東
京
空
襲
で
焼
失

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　

一
方
、
小
彌
太
の
別
荘
と

　

一
方
、
小
彌
太
の
別
荘
と

し
て
は
熱
海
の
陽
和
洞
が
現

し
て
は
熱
海
の
陽
和
洞
が
現

存
し
て
お
り
、
箱
根
芦
ノ
湖

存
し
て
お
り
、
箱
根
芦
ノ
湖

畔
の
見
南
山
荘
は
小
田
急

畔
の
見
南
山
荘
は
小
田
急

「
山
の
ホ
テ
ル
」
と
し
て
ツ

「
山
の
ホ
テ
ル
」
と
し
て
ツ

ツ
ジ
の
名
所
で
知
ら
れ
る
。

ツ
ジ
の
名
所
で
知
ら
れ
る
。

　

京
都
・
南
禅
寺
近
く
に
も

　

京
都
・
南
禅
寺
近
く
に
も

小
彌
太
別
荘
巨
陶
庵
が
あ
っ

小
彌
太
別
荘
巨
陶
庵
が
あ
っ

た
。
巨
陶
は
小
彌
太
の
俳
号

た
。
巨
陶
は
小
彌
太
の
俳
号

で
あ
る
。
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

で
あ
る
。
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

の
事
務
所
は
三
菱
の
丸
ビ
ル

の
事
務
所
は
三
菱
の
丸
ビ
ル

入
居
者
第
１
号
で
も
あ
り
、

入
居
者
第
１
号
で
も
あ
り
、

赤
星
水
竹
居
・

赤
星
水
竹
居
・ 

佐
藤
漾
人

佐
藤
漾
人

な
ど
も
虚
子
門
下
で
あ
っ

な
ど
も
虚
子
門
下
で
あ
っ

た
。
小
彌
太
の
俳
号
を
依
頼

た
。
小
彌
太
の
俳
号
を
依
頼

さ
れ
た
虚
子
は
「
古
陶
」
と

さ
れ
た
虚
子
は
「
古
陶
」
と

名
づ
け
た
。
し
か
し
、
巨
漢

名
づ
け
た
。
し
か
し
、
巨
漢

で
あ
っ
た
小
彌
太
は
自
ら

で
あ
っ
た
小
彌
太
は
自
ら

「
巨
陶
」
と
し
た
と
伝
わ

「
巨
陶
」
と
し
た
と
伝
わ

る
。
『
岩
崎
小
彌
太
伝
』
に

る
。
『
岩
崎
小
彌
太
伝
』
に

は
京
都
で
の
俳
句
は
残
さ
れ

は
京
都
で
の
俳
句
は
残
さ
れ

て
い
る
が
、
鎌
倉
で
詠
ま
れ

て
い
る
が
、
鎌
倉
で
詠
ま
れ

た
句
は
掲
載
が
な
い
。

た
句
は
掲
載
が
な
い
。

　
　
　

◇　
　
　

　
　
　

◇　
　
　

◇

　
「
鎌
倉
の
失
わ
れ
た
風
景
」

　
「
鎌
倉
の
失
わ
れ
た
風
景
」

は
今
回
で
終
了
と
な
り
ま

は
今
回
で
終
了
と
な
り
ま

す
。
３
年
間
の
御
愛
顧
感
謝

す
。
３
年
間
の
御
愛
顧
感
謝

い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

　

あ
の
甚
大
な
被
害
を
も
た

　

あ
の
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
一
部

６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
一
部

の
避
難
地
区

の
避
難
地
区

解
除
の
動
き

解
除
の
動
き

は
あ
り
ま
す

は
あ
り
ま
す

が
、
被
災
地

が
、
被
災
地

の
復
興
は
ま

の
復
興
は
ま

だ
ま
だ
の
状
況
で
す
。
鎌
倉

だ
ま
だ
の
状
況
で
す
。
鎌
倉

市
倫
理
法
人
会
で
は
、
震
災

市
倫
理
法
人
会
で
は
、
震
災

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
よ

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
よ

う
に
今
年
も
追
悼
と
復
興
の

う
に
今
年
も
追
悼
と
復
興
の

祈
り
を
込
め
た
「
第
４
回
Ｔ

祈
り
を
込
め
た
「
第
４
回
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ヴ
ァ
イ
オ
リ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ン
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ヴ
ァ

　

「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
」
は
東
日
本
大
震

イ
オ
リ
ン
」
は
東
日
本
大
震

災
の
津
波
で
流
さ
れ
た
岩
手

災
の
津
波
で
流
さ
れ
た
岩
手

県
陸
前
高
田
市
の
流
木
な
ど

県
陸
前
高
田
市
の
流
木
な
ど

か
ら
作
ら
れ
ま
し
た
。
演
奏

か
ら
作
ら
れ
ま
し
た
。
演
奏

者
は
鎌
倉
の
誇
る
ヴ
ァ
イ
オ

者
は
鎌
倉
の
誇
る
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
梅
津
美
葉
さ
ん
。

リ
ニ
ス
ト
梅
津
美
葉
さ
ん
。

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
捧
げ
る
鎮
魂
の
素
晴
し
い

に
捧
げ
る
鎮
魂
の
素
晴
し
い

音
色
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

音
色
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金

は
、
震
災
で
両
親
を
失
い
孤

は
、
震
災
で
両
親
を
失
い
孤

児
と
な
っ
た
子
供
た
ち
の
支

児
と
な
っ
た
子
供
た
ち
の
支

援
活
動
資
金
と
し
て
「
鎌
倉

援
活
動
資
金
と
し
て
「
鎌
倉

て
ら
こ
や
」
を
通
じ
て
活
用

て
ら
こ
や
」
を
通
じ
て
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

▼
日
時　

６
月

　

▼
日
時　

６
月
1111
日

（
日
）
午
後
２
時
開
演

（
日
）
午
後
２
時
開
演

　

▼
会
場　

鎌
倉
女
子
大
学

　

▼
会
場　

鎌
倉
女
子
大
学

二
階
堂
学
舎
（
鎌
倉
駅
よ
り

二
階
堂
学
舎
（
鎌
倉
駅
よ
り

京
急
バ
ス
杉
本
観
音
下
車
）

京
急
バ
ス
杉
本
観
音
下
車
）

　

▼
第
一
部
マ
ジ
ッ
ク
・
シ

　

▼
第
一
部
マ
ジ
ッ
ク
・
シ

ョ
ー
（
鎌
倉
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ

ョ
ー
（
鎌
倉
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
有
志
）
▼
第
二
部
Ｔ

ク
ラ
ブ
有
志
）
▼
第
二
部
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ヴ
ァ
イ
オ
リ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
＝
ヴ
ァ
イ
オ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
＝
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
梅
津
美
葉
、
ピ
ア
ノ

リ
ン
・
梅
津
美
葉
、
ピ
ア
ノ

・
デ
ュ
オ
う
さ
く
ま
（
杉
山

・
デ
ュ
オ
う
さ
く
ま
（
杉
山

泰
＆
宇
治
田
か
お
る
）

泰
＆
宇
治
田
か
お
る
）

　

【
梅
津
美
葉
プ
ロ
フ
ィ
ー

　

【
梅
津
美
葉
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
】
鎌
倉
高
校
在
学
中
に
第

ル
】
鎌
倉
高
校
在
学
中
に
第

6060
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
位
。
桐
朋
学
園
大
学
在

第
一
位
。
桐
朋
学
園
大
学
在

学
中
に
渡
仏
、
パ
リ
・
エ
コ

学
中
に
渡
仏
、
パ
リ
・
エ
コ

ー
ル
ノ
ル
マ
ル
音
楽
院
大
学

ー
ル
ノ
ル
マ
ル
音
楽
院
大
学

院
で
最
優
秀
賞
・
特
別
賞
受

院
で
最
優
秀
賞
・
特
別
賞
受

賞
。
現
在
、
桐
朋
学
園
大
、

賞
。
現
在
、
桐
朋
学
園
大
、

洗
足
学
園
音
楽
大
学
講
師
、

洗
足
学
園
音
楽
大
学
講
師
、

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
。

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
。

　

▼
共
催　

鎌
倉
て
ら
こ
や

　

▼
共
催　

鎌
倉
て
ら
こ
や

　

▼
後
援　

鎌
倉
市
教
育
委

　

▼
後
援　

鎌
倉
市
教
育
委

員
会
、
鎌
倉
女
子
大
学
、
鎌

員
会
、
鎌
倉
女
子
大
学
、
鎌

倉
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

倉
マ
ジ
シ
ャ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼
料
金　

大
人
２
千
５
百

▼
料
金　

大
人
２
千
５
百

円
、
中
学
生
以
下
千
円

円
、
中
学
生
以
下
千
円

　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱

　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
扱

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
2222
・
８
５
３
７

・
８
５
３
７

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
2222
・
８
５
０
６

・
８
５
０
６

（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
マ

（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
マ

ツ
ヤ
）

ツ
ヤ
）

　

▼
問
い
合
わ
せ　

　

▼
問
い
合
わ
せ　

鎌
倉
市

鎌
倉
市

倫
理
法
人
会
事
務
局

倫
理
法
人
会
事
務
局
☎
０
４

☎
０
４

５
・
３
１
５
・
２
４
３
３

５
・
３
１
５
・
２
４
３
３

０
４
５
・
３
１
５
・
２
４

０
４
５
・
３
１
５
・
２
４

３
４
３
４

　

葉
山
に
残
る
古
文
書
の
掘

　

葉
山
に
残
る
古
文
書
の
掘

り
起
こ
し
を
行
い
な
が
ら
、

り
起
こ
し
を
行
い
な
が
ら
、

町
民
目
線
の
歴
史
に
光
を
当

町
民
目
線
の
歴
史
に
光
を
当

て
た
『
郷
土
誌

て
た
『
郷
土
誌 

葉
山
』
を

葉
山
』
を

こ
れ
ま
で

こ
れ
ま
で
1010
冊
発
行
し
て
き

冊
発
行
し
て
き

た
葉
山
郷
土
史
研
究
会
（
矢

た
葉
山
郷
土
史
研
究
会
（
矢

嶋
道
文
会
長
・
会
員

嶋
道
文
会
長
・
会
員
3131
人
）
人
）

が
４
月

が
４
月
2323
日
に
第

日
に
第
1111
号
を
発

号
を
発

行
し
た

行
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

1010
号
以
降
は
町
制
施
行

号
以
降
は
町
制
施
行
9090

周
年
記
念

周
年
記
念

誌
『
葉
山

誌
『
葉
山

町
の
歴
史

町
の
歴
史

と
く
ら

と
く
ら

し
』
（
２

し
』
（
２

０
１
５
年

０
１
５
年

１
月
発
行
）
の
編
さ
ん
に
当

１
月
発
行
）
の
編
さ
ん
に
当

た
っ
て
い
た
同
会
と
し
て
は

た
っ
て
い
た
同
会
と
し
て
は

３
年
ぶ
り
の
新
刊
で
、

３
年
ぶ
り
の
新
刊
で
、
9090
年

誌
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
も

誌
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
も

の
や
正
誤
表
な
ど
を
ま
と
め

の
や
正
誤
表
な
ど
を
ま
と
め

た
拾
遺
の
形
と
し
た
。

た
拾
遺
の
形
と
し
た
。

　

巻
頭
で
町
内
の
旧
家
か
ら

　

巻
頭
で
町
内
の
旧
家
か
ら

提
供
さ
れ
た
大
正
中
期
の
御

提
供
さ
れ
た
大
正
中
期
の
御

用
邸
正
門
や
周
辺
の
写
真
を

用
邸
正
門
や
周
辺
の
写
真
を

収
め
た
『
御
警
衛
記
念
ア
ル

収
め
た
『
御
警
衛
記
念
ア
ル

バ
ム
』
や
明
治
初
期
の
日
本

バ
ム
』
や
明
治
初
期
の
日
本

の
文
明
開
化
の
世
相
を
映
し

の
文
明
開
化
の
世
相
を
映
し

た
錦
絵
な
ど
を
紹
介
。

た
錦
絵
な
ど
を
紹
介
。

　

本
編
に
葉
山
マ
リ
ー
ナ
の

　

本
編
に
葉
山
マ
リ
ー
ナ
の

場
所
に
あ
っ
た
知
ら
れ
ざ
る

場
所
に
あ
っ
た
知
ら
れ
ざ
る

造
船
所
の
戦
中
戦
後
の
変

造
船
所
の
戦
中
戦
後
の
変

遷
、
長
柄
地
区
に
残
さ
れ
た

遷
、
長
柄
地
区
に
残
さ
れ
た

「
農
業
日
誌
」
に
み
る
日
露

「
農
業
日
誌
」
に
み
る
日
露

戦
争
当
時
の
様
子
や
関
東
大

戦
争
当
時
の
様
子
や
関
東
大

震
災
の
記
録
な
ど
興
味
深
い

震
災
の
記
録
な
ど
興
味
深
い

テ
ー
マ
が
並
ぶ
。
大
日
本
帝

テ
ー
マ
が
並
ぶ
。
大
日
本
帝

国
憲
法
の
起
草
に
も
参
画
し

国
憲
法
の
起
草
に
も
参
画
し

日
露
戦
争
を
勝
利
へ
導
い
た

日
露
戦
争
を
勝
利
へ
導
い
た

政
治
家
金
子
堅
太
郎
の
葉
山

政
治
家
金
子
堅
太
郎
の
葉
山

で
の
暮
ら
し

で
の
暮
ら
し

も
金
子
家
の

も
金
子
家
の

協
力
で
初
め

協
力
で
初
め

て
取
り
上
げ

て
取
り
上
げ

た
。
た
。

　

一
昨
年
、

　

一
昨
年
、

上
山
口
の
旧
家
で
発
見
さ
れ

上
山
口
の
旧
家
で
発
見
さ
れ

た
江
戸
時
代
の
「
旅
日
記
」

た
江
戸
時
代
の
「
旅
日
記
」

か
ら
は
葉
山
か
ら
伊
勢
、
西

か
ら
は
葉
山
か
ら
伊
勢
、
西

国
三
十
三
所
巡
礼
、
日
光
東

国
三
十
三
所
巡
礼
、
日
光
東

照
宮
、
江
戸
な
ど
を
経
て
葉

照
宮
、
江
戸
な
ど
を
経
て
葉

山
に
戻
る

山
に
戻
る
7575
日
間
の
徒
歩

日
間
の
徒
歩

で
の
諸
国
漫
遊
ル
ー
ト
を

で
の
諸
国
漫
遊
ル
ー
ト
を

解
説
。
鈴
木
雅
子
編
集
長

解
説
。
鈴
木
雅
子
編
集
長

（
7070
）
は
「
奥
深
い
葉
山
の

）
は
「
奥
深
い
葉
山
の

歴
史
を
多
く
の
方
々
へ
伝
え

歴
史
を
多
く
の
方
々
へ
伝
え

た
い
」
と
話
す
。

た
い
」
と
話
す
。 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　

千
円
。
問
い
合
わ
せ
葉
山

　

千
円
。
問
い
合
わ
せ
葉
山

ま
ち
づ
く
り
協
会
☎
０
４
６

ま
ち
づ
く
り
協
会
☎
０
４
６

・
８
７
６
・
０
４
２
１

・
８
７
６
・
０
４
２
１

　

『
穴
』『
鎌
倉
夫
人
』

　

『
穴
』『
鎌
倉
夫
人
』

『
幻
花
』
な
ど
の
著
書
が
あ

『
幻
花
』
な
ど
の
著
書
が
あ

り
、
長
く
鎌
倉
に
住
ん
で
小

り
、
長
く
鎌
倉
に
住
ん
で
小

説
を
書
き
続
け
、
昨
年
亡
く

説
を
書
き
続
け
、
昨
年
亡
く

な
っ
た
杉
本

な
っ
た
杉
本

子
氏
の
遺
作

子
氏
の
遺
作

が
本
に
な
っ
た
。
誰
よ
り
も

が
本
に
な
っ
た
。
誰
よ
り
も

原
節
子
を
愛
し
続
け
る
喫
茶

原
節
子
を
愛
し
続
け
る
喫
茶

店
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
の
マ
ス

店
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
の
マ
ス

タ
ー
と
偶
然
出
会
っ
た
初
老

タ
ー
と
偶
然
出
会
っ
た
初
老

の
男
・
石
山
。
鎌
倉
の
歴
史

の
男
・
石
山
。
鎌
倉
の
歴
史

と
風
土
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

と
風
土
を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
し
て
、
二
人
の
魂
の
交

ド
に
し
て
、
二
人
の
魂
の
交

流
が
物
語
ら
れ
て
ゆ
く
。
ど

流
が
物
語
ら
れ
て
ゆ
く
。
ど

こ
か
懐
か
し
い
〈
こ
こ
ろ
の

こ
か
懐
か
し
い
〈
こ
こ
ろ
の

風
景
〉
に
引
き
込
ま
れ
る
。

風
景
〉
に
引
き
込
ま
れ
る
。

　

若
く
し
て
公
の
舞
台
か
ら

　

若
く
し
て
公
の
舞
台
か
ら

姿
を
消
し
た
女
優
・
原
節
子

姿
を
消
し
た
女
優
・
原
節
子

だ
が
、
そ
の
存
在
は
鎌
倉
の

だ
が
、
そ
の
存
在
は
鎌
倉
の

空
気
に
溶
け
込
ん
で
多
く
の

空
気
に
溶
け
込
ん
で
多
く
の

人
の
心
を
捉
え
て
い
た
の
だ

人
の
心
を
捉
え
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
は

ろ
う
。
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
」
は

か
つ
て
実
在
し
た
喫
茶
店

か
つ
て
実
在
し
た
喫
茶
店

で
、
著
者
は
マ
ス
タ
ー
に
取

で
、
著
者
は
マ
ス
タ
ー
に
取

材
を
重
ね
て
作
品
に
仕
上
げ

材
を
重
ね
て
作
品
に
仕
上
げ

た
と
い
う
。

た
と
い
う
。

　

１
７
２
８
円
、
冬
花
社
刊

　

１
７
２
８
円
、
冬
花
社
刊

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
2323
・
９
９
７
３

・
９
９
７
３

　

著
者
は
「
鎌
倉
朝
日
」
に

　

著
者
は
「
鎌
倉
朝
日
」
に

か
つ
て
連
載
執
筆
し
て
い
た

か
つ
て
連
載
執
筆
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。

だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

―
鎌
倉
に
は
い
く
つ
公
園

―
鎌
倉
に
は
い
く
つ
公
園

が
あ
り
ま
す
か
。

が
あ
り
ま
す
か
。

　

規
模
の
大
き
な
公
園
は
鎌

　

規
模
の
大
き
な
公
園
は
鎌

倉
海
浜
公
園
、
源
氏
山
公

倉
海
浜
公
園
、
源
氏
山
公

園
、
鎌
倉
中
央
公
園
，
笛
田

園
、
鎌
倉
中
央
公
園
，
笛
田

公
園
、
夫
婦
池
公
園
、
六
国

公
園
、
夫
婦
池
公
園
、
六
国

見
山
森
林
公
園
、
散
在
ガ
池

見
山
森
林
公
園
、
散
在
ガ
池

森
林
公
園
の
７
公
園
、
そ
れ

森
林
公
園
の
７
公
園
、
そ
れ

に
公
園
と
言
う
呼
び
名
で
は

に
公
園
と
言
う
呼
び
名
で
は

な
い
で
す
が
鎌
倉
広
町
緑
地

な
い
で
す
が
鎌
倉
広
町
緑
地

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
近

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
近

隣
公
園
や
街
区
公
園
と
言

隣
公
園
や
街
区
公
園
と
言

っ
て
街
中
に
あ
る
比
較
的

っ
て
街
中
に
あ
る
比
較
的

規
模
の
小
さ
な
公
園
が
２

規
模
の
小
さ
な
公
園
が
２

３
５
（
う
ち
１
つ
は
近
隣
公

３
５
（
う
ち
１
つ
は
近
隣
公

園
）
、
児
童
遊
園
等
が

園
）
、
児
童
遊
園
等
が
3434
あ

り
ま
す
。
合
計
面
積
は
１
４

り
ま
す
。
合
計
面
積
は
１
４

９
・
９
・
2525
㌶
、
一
人
当
た
り
公

㌶
、
一
人
当
た
り
公

園
面
積
は
、
８
・

園
面
積
は
、
８
・
6464
平
方
㍍

平
方
㍍

で
す
。

で
す
。

　

―
そ
の
う
ち
公
園
協
会
が

―
そ
の
う
ち
公
園
協
会
が

管
理
し
て
い
る
公
園
は
。

管
理
し
て
い
る
公
園
は
。

　

広
町
緑
地
も
含
め
、
笛
田

　

広
町
緑
地
も
含
め
、
笛
田

公
園
以
外
の
全
て
の
公
園
を

公
園
以
外
の
全
て
の
公
園
を

管
理
し
て
い
ま

管
理
し
て
い
ま

す
。
す
。

　

―
笛
田
公
園

―
笛
田
公
園

は
、
ど
う
し
て
公

は
、
ど
う
し
て
公

園
協
会
の
管
理
で

園
協
会
の
管
理
で

は
な
い
の
で
す

は
な
い
の
で
す

か
。
か
。

　

指
定
管
理
者
制

　

指
定
管
理
者
制

度
の
も
と
で
市
か

度
の
も
と
で
市
か

ら
指
定
を
受
け
た

ら
指
定
を
受
け
た

管
理
者
が
公
園
を

管
理
者
が
公
園
を

管
理
す
る
の
で
す

管
理
す
る
の
で
す

が
、
笛
田
公
園
は
野
球
場
や

が
、
笛
田
公
園
は
野
球
場
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
る
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
る
公
園

で
ほ
か
の
公
園
と
は
仕
様
が

で
ほ
か
の
公
園
と
は
仕
様
が

違
い
、
運
営
管
理
が
分
け
ら

違
い
、
運
営
管
理
が
分
け
ら

れ
て
い
る
の
で
す
。

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

―
公
園
協
会
は
ど
ん

―
公
園
協
会
は
ど
ん

な
き
っ
か
け
か
ら
生
ま

な
き
っ
か
け
か
ら
生
ま

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

１
９
８
４
年
３
月
、

　

１
９
８
４
年
３
月
、

鎌
倉
市
に
代
わ
っ
て
公

鎌
倉
市
に
代
わ
っ
て
公

園
の
運
営
管
理
を
行
う

園
の
運
営
管
理
を
行
う

た
め
、
市
の
出
資
で
鎌

た
め
、
市
の
出
資
で
鎌

倉
市
公
園
協
会
が
財
団

倉
市
公
園
協
会
が
財
団

法
人
と
し
て
誕
生
し
、

法
人
と
し
て
誕
生
し
、

２
０
０
６
年
か
ら
公
募

２
０
０
６
年
か
ら
公
募

に
よ
る
指
定
管
理
者
と

に
よ
る
指
定
管
理
者
と

し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

―
ど
の
よ
う
な
公
園
づ
く

―
ど
の
よ
う
な
公
園
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
か
。

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
で
キ
ャ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
で
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
違
い
ま
す
。

ラ
ク
タ
ー
が
違
い
ま
す
。

　

鎌
倉
中
央
公
園

鎌
倉
中
央
公
園
で
は
エ
リ

で
は
エ
リ

ア
を
区
分
し
、
谷
戸
の
風
景

ア
を
区
分
し
、
谷
戸
の
風
景

や
生
活
、
植
物
を
保
全
し
て

や
生
活
、
植
物
を
保
全
し
て

大
切
に
残
し
て
い
く
場
所

大
切
に
残
し
て
い
く
場
所

と
、
都
市
緑
化
植
物
園
と
し

と
、
都
市
緑
化
植
物
園
と
し

て
緑
に
親
し
む
場
所
を
共
存

て
緑
に
親
し
む
場
所
を
共
存

さ
せ
た
公
園
に
し
た
い
と
考

さ
せ
た
公
園
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
海
浜
公
園

鎌
倉
海
浜
公
園
は
、
由
比

は
、
由
比

ガ
浜
と
稲
村
ガ
崎
、
坂
ノ
下

ガ
浜
と
稲
村
ガ
崎
、
坂
ノ
下

の
三
地
区
あ
る
の
で
す
が
、

の
三
地
区
あ
る
の
で
す
が
、

海
に
面
し
た
公
園
で
観
光
客

海
に
面
し
た
公
園
で
観
光
客

の
来
訪
が
多
い
で
す
。
そ
の

の
来
訪
が
多
い
で
す
。
そ
の

な
か
で
、
海
岸
線
の
動
植
物

な
か
で
、
海
岸
線
の
動
植
物

を
保
全
し
な
が
ら
観
光
客
に

を
保
全
し
な
が
ら
観
光
客
に

も
鎌
倉
ら
し
さ
を
楽
し
ん
で

も
鎌
倉
ら
し
さ
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
公
園
に
し

も
ら
え
る
よ
う
な
公
園
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

源
氏
山
公
園

源
氏
山
公
園
は
、
源
頼
朝

は
、
源
頼
朝

像
を
中
心
に
春
は
桜
の
名

像
を
中
心
に
春
は
桜
の
名

所
、
秋
は
紅
葉
の
名
所
で
鎌

所
、
秋
は
紅
葉
の
名
所
で
鎌

倉
の
主
要
な
観
光
ル
ー
ト
の

倉
の
主
要
な
観
光
ル
ー
ト
の

１
つ
で
も
あ
る
の
で
、
観
光

１
つ
で
も
あ
る
の
で
、
観
光

客
が
よ
り
鎌
倉
の
自
然
を
体

客
が
よ
り
鎌
倉
の
自
然
を
体

感
で
き
る
よ
う
な
公
園
に
し

感
で
き
る
よ
う
な
公
園
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

夫
婦
池
公
園

夫
婦
池
公
園
は
、
鎌
倉
の

は
、
鎌
倉
の

中
の
秘
境
と
も
言
え
る
場
所

中
の
秘
境
と
も
言
え
る
場
所

で
、
知
ら
な
い
方
が
意
外
と

で
、
知
ら
な
い
方
が
意
外
と

多
い
で
す
。
鎌
倉
山
の
北
側

多
い
で
す
。
鎌
倉
山
の
北
側

の
谷
戸
に
あ
る
ひ
っ
そ
り
と

の
谷
戸
に
あ
る
ひ
っ
そ
り
と

し
た
山
林
の
公
園
な
の
で
、

し
た
山
林
の
公
園
な
の
で
、

そ
の
静
か
な
雰
囲
気
を
楽
し

そ
の
静
か
な
雰
囲
気
を
楽
し

め
る
森
林
の
豊
か
な
公
園
に

め
る
森
林
の
豊
か
な
公
園
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

散
在
ガ
池
森
林
公
園

散
在
ガ
池
森
林
公
園
は
、
は
、

今
泉
台
の
谷
戸
に
あ
る
公
園

今
泉
台
の
谷
戸
に
あ
る
公
園

で
、
森
林
公
園
と
言
う
名
前

で
、
森
林
公
園
と
言
う
名
前

の
と
お
り
緑
が
深
く
、
野
鳥

の
と
お
り
緑
が
深
く
、
野
鳥

の
飛
来
数
が
多
い
の
で
、
山

の
飛
来
数
が
多
い
の
で
、
山

道
の
整
備
と
野
鳥
観
察
が
で

道
の
整
備
と
野
鳥
観
察
が
で

き
る
よ
う
な
場
所
作
り
を
大

き
る
よ
う
な
場
所
作
り
を
大

切
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

切
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

六
国
見
山
森
林
公
園

六
国
見
山
森
林
公
園
は
、
は
、

眺
望
の
よ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

眺
望
の
よ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
と
し
て
丘
陵
地
の
豊
か

ー
ス
と
し
て
丘
陵
地
の
豊
か

な
植
生
を
保
全
し
た
公
園
と

な
植
生
を
保
全
し
た
公
園
と

し
て
い
き
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。

　

鎌
倉
広
町
緑
地

鎌
倉
広
町
緑
地
は
、
一
番

は
、
一
番

新
し
く
管
理
を
す
る
こ
と
に

新
し
く
管
理
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
公
園
で
、
鎌
倉
広
町

な
っ
た
公
園
で
、
鎌
倉
広
町

の
森
市
民
の
会
と
鎌
倉
造
園

の
森
市
民
の
会
と
鎌
倉
造
園

界
と
の
協
働
で
管
理
し
て
い

界
と
の
協
働
で
管
理
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

―
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
と

―
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
と

は
。
は
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

で
創
意
工
夫
を
し
て
よ
り
良

で
創
意
工
夫
を
し
て
よ
り
良

い
公
園
に
し
て
い
か
な
け
れ

い
公
園
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
中
で
出
て
き
た
提

が
、
そ
の
中
で
出
て
き
た
提

案
の
一
つ
が
「
公
園
サ
ポ
ー

案
の
一
つ
が
「
公
園
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
」
で
し
た
。
そ
れ

タ
ー
制
度
」
で
し
た
。
そ
れ

は
市
内
の
公
園
で
畑
や
緑
を

は
市
内
の
公
園
で
畑
や
緑
を

学
び
親
し
む
活
動
を
提
供

学
び
親
し
む
活
動
を
提
供

し
、
公
園
を
共
に
管
理
し
て

し
、
公
園
を
共
に
管
理
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ

い
き
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ

と
で
「
市
民
と
共
に
学
び
育

と
で
「
市
民
と
共
に
学
び
育

て
る
公
園
づ
く
り
」
を
モ
ッ

て
る
公
園
づ
く
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
自
然
と
人
が
触
れ
合

ト
ー
に
自
然
と
人
が
触
れ
合

い
な
が
ら
管
理
す
る
市
民
ボ

い
な
が
ら
管
理
す
る
市
民
ボ

　

―
そ
の
他
の
一
般
市
民
向

―
そ
の
他
の
一
般
市
民
向

け
催
し
物
は
。

け
催
し
物
は
。

　

季
節
に
合
わ
せ
た
行
事
を

　

季
節
に
合
わ
せ
た
行
事
を

色
々
企
画
し
て
い
ま
す
。

色
々
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

春
は
「
わ
く
わ
く
花
フ
ェ

　

春
は
「
わ
く
わ
く
花
フ
ェ

ス
タ
」（
４
月

ス
タ
」（
４
月
2929
日
）、
夏
は

日
）、
夏
は

中
央
公
園
の
夏
期
早
朝
開
園

中
央
公
園
の
夏
期
早
朝
開
園

に
合
わ
せ
て
７
月

に
合
わ
せ
て
７
月
2929
・
3030
日

に「
お
は
よ
う
花
市
」

に「
お
は
よ
う
花
市
」＝
写
真

＝
写
真

下
＝
下
＝
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月

　

ま
た
、
９
月
1515
日
締
め
切

日
締
め
切

り
で
今
年
も
「
フ
ォ
ト
コ
ン

り
で
今
年
も
「
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
開
か
れ
ま
す
。

テ
ス
ト
」
が
開
か
れ
ま
す
。

公
園
で
見
つ
け
た
素
敵
な
風

公
園
で
見
つ
け
た
素
敵
な
風

景
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
出

景
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
出

品
し
て
く
だ
さ
い
。

品
し
て
く
だ
さ
い
。
1010
月
末
月
末

の
「
中
央
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ

の
「
中
央
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
で
表
彰
し
、
鎌
倉
駅

バ
ル
」
で
表
彰
し
、
鎌
倉
駅

・
大
船
駅
で
展
示
し
ま
す
。

・
大
船
駅
で
展
示
し
ま
す
。

　

―
講
座
も
い
ろ
い
ろ
あ
る

　

―
講
座
も
い
ろ
い
ろ
あ
る

よ
う
で
す
が
。

よ
う
で
す
が
。

　

「
鎌
倉
の
自
然
を
学
ぶ
」

　

「
鎌
倉
の
自
然
を
学
ぶ
」

を
キ
ー
に
春
に
開
講
す
る
年

を
キ
ー
に
春
に
開
講
す
る
年

間
講
座
が
あ
る
ほ
か
、
「
ミ

間
講
座
が
あ
る
ほ
か
、
「
ミ

ニ
園
芸
教
室
」
を
月
替
わ
り

ニ
園
芸
教
室
」
を
月
替
わ
り

で
開
講
し
て
い
ま
す
。

で
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
は
３
日
「
小
盆
栽
、

　

６
月
は
３
日
「
小
盆
栽
、

松
杷
類
の
芽
摘
、
整
技
法
」

松
杷
類
の
芽
摘
、
整
技
法
」

な
ど
９
回
開
か
れ
ま
す
。

な
ど
９
回
開
か
れ
ま
す
。
9090

分
の
講
習
で
、
事
前
申
し
込

分
の
講
習
で
、
事
前
申
し
込

み
不
要
、
無
料
で
す
。

み
不
要
、
無
料
で
す
。

　

自
然
観
察
会
は
毎
月
第
三

　

自
然
観
察
会
は
毎
月
第
三

日
曜
日
で
、
当
日
受
付
で

日
曜
日
で
、
当
日
受
付
で

す
。
す
。

　

―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

　

―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ざ
い
ま
し
た
。

　

鎌
倉
市
公
園
協
会

鎌
倉
市
公
園
協
会　

　

鎌
倉
市
山
崎
１
６
６
７　

　

鎌
倉
市
山
崎
１
６
６
７　

鎌
倉
中
央
公
園
内　

☎
０
４

鎌
倉
中
央
公
園
内　

☎
０
４

６
７
・

６
７
・
4545
・
２
７
５
０

・
２
７
５
０

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ア
イ
デ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ア
イ
デ

ア
で
し
た
。

ア
で
し
た
。

　

「
土
っ
き
リ
ー
ズ
・
サ
ポ

「
土
っ
き
リ
ー
ズ
・
サ
ポ

ー
ト
」

ー
ト
」
は
、
１
年
間
の
養
成

は
、
１
年
間
の
養
成

講
座
受
講
後
、
中
央
公
園
の

講
座
受
講
後
、
中
央
公
園
の

畑
で
土
作
り
野
菜
作
り
を
学

畑
で
土
作
り
野
菜
作
り
を
学

び
な
が
ら
苗
圃
管
理
の
手
伝

び
な
が
ら
苗
圃
管
理
の
手
伝

い
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

い
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

「
木
っ
こ
リ
ー
ズ
・
サ
ポ

「
木
っ
こ
リ
ー
ズ
・
サ
ポ

ー
ト
」

ー
ト
」
は
、
木
の
剪
定
講
座

は
、
木
の
剪
定
講
座

を
１
年
間
受
講
後
中
央
公
園

を
１
年
間
受
講
後
中
央
公
園

や
海
浜
公
園
、
源
氏
山
公
園

や
海
浜
公
園
、
源
氏
山
公
園

な
ど
で
高
木
管
理
や
垣
根
作

な
ど
で
高
木
管
理
や
垣
根
作

り
な
ど
の
公
園
管
理
の
手
伝

り
な
ど
の
公
園
管
理
の
手
伝

い
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

い
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

「
や
る
樹
会
」

「
や
る
樹
会
」
は
、
教
養

は
、
教
養

セ
ン
タ
ー
で
の
講
習
を
受
講

セ
ン
タ
ー
で
の
講
習
を
受
講

後
Ｏ
Ｂ
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

後
Ｏ
Ｂ
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
入
り
、
中
央
公
園
で
樹
木

て
入
り
、
中
央
公
園
で
樹
木

の
剪
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

の
剪
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
花
は
な
育
て
隊
」

「
花
は
な
育
て
隊
」
は
、
は
、

中
央
公
園
の
花
壇
作
り
を
し

中
央
公
園
の
花
壇
作
り
を
し

て
い
ま
す
が
、
最
近
「
初
級

て
い
ま
す
が
、
最
近
「
初
級

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
」
も
始

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
」
も
始

ま
り
ま
し
た
。
わ
く
わ
く
花

ま
り
ま
し
た
。
わ
く
わ
く
花

フ
ェ
ス
タ
（
４
月

フ
ェ
ス
タ
（
４
月
2929
日
開
日
開

催
）
で
は
、
同
隊
が
育
て
た

催
）
で
は
、
同
隊
が
育
て
た

寄
植
え
鉢
を
販
売
し
好
評
で

寄
植
え
鉢
を
販
売
し
好
評
で

し
た
し
た
＝
写
真
左
上

＝
写
真
左
上
。

　

「
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

「
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

部
」
部
」
は
、
花
は
な
育
て
隊
の

は
、
花
は
な
育
て
隊
の

有
志
が
つ
く
っ
た
グ
ル
ー
プ

有
志
が
つ
く
っ
た
グ
ル
ー
プ

で
す
。
中
央
公
園
駐
車
場
に

で
す
。
中
央
公
園
駐
車
場
に

面
し
た
遊
休
地
を
活
用
し
ク

面
し
た
遊
休
地
を
活
用
し
ク

リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
を
中
心
と

リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
を
中
心
と

し
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

し
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

デ
ン
を
作
っ
て
い
る
グ
ル
ー

デ
ン
を
作
っ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
で
す
。

プ
で
す
。

　

「
こ
ど
も
エ
コ
パ
ー
ク
・

「
こ
ど
も
エ
コ
パ
ー
ク
・

サ
ポ
ー
ト
の
会
」

サ
ポ
ー
ト
の
会
」
は
、
当
協

は
、
当
協

会
が
開
講
し
て
い
る
小
学
生

会
が
開
講
し
て
い
る
小
学
生

向
け
の
自
然
遊
び
を
す
る
講

向
け
の
自
然
遊
び
を
す
る
講

習
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
講

習
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
講

座
の
企
画
運
営
に
協
力
し
て

座
の
企
画
運
営
に
協
力
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

「
ハ
ー
ブ
園
請
負
人
」

「
ハ
ー
ブ
園
請
負
人
」は
、
は
、

中
央
公
園
事
務
所
裏
に
あ
る

中
央
公
園
事
務
所
裏
に
あ
る

ハ
ー
ブ
園
で
ハ
ー
ブ
の
育
成

ハ
ー
ブ
園
で
ハ
ー
ブ
の
育
成

管
理
の
か
た
わ
ら
ハ
ー
ブ
を

管
理
の
か
た
わ
ら
ハ
ー
ブ
を

利
用
し
た
催
し
や
ク
ラ
フ
ト

利
用
し
た
催
し
や
ク
ラ
フ
ト

作
り
な
ど
し
て
い
ま
す
。

作
り
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

「
こ
の
木
な
ん
の
樹
調
査

「
こ
の
木
な
ん
の
樹
調
査

隊
」
隊
」
は
、
市
内
の
公
園
を
巡

は
、
市
内
の
公
園
を
巡

り
、
観
察
が
て
ら
樹
木
の
名

り
、
観
察
が
て
ら
樹
木
の
名

前
を
調
べ
て
樹
名
板
を
作
っ

前
を
調
べ
て
樹
名
板
を
作
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
作
っ
た

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
作
っ
た

デ
ー
タ
を
集
め
て
園
内
の
見

デ
ー
タ
を
集
め
て
園
内
の
見

所
を
紹
介
す
る
案
内
マ
ッ
プ

所
を
紹
介
す
る
案
内
マ
ッ
プ

も
手
作
り
し
て
い
て
、
散
在

も
手
作
り
し
て
い
て
、
散
在

ガ
池
森
林
公
園
の
マ
ッ
プ
は

ガ
池
森
林
公
園
の
マ
ッ
プ
は

す
で
に
配
布
中
、
現
在
夫
婦

す
で
に
配
布
中
、
現
在
夫
婦

池
公
園
を
作
成
中
で
す
。

池
公
園
を
作
成
中
で
す
。

　

「
路
草
会
」

「
路
草
会
」
は
盆
栽
の
育

は
盆
栽
の
育

成
と
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

成
と
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

常
設
の
展
示
の
他
に
年
２
回

常
設
の
展
示
の
他
に
年
２
回

即
売
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

即
売
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

紹
介
し
た
の
は
協
会
で
直

　

紹
介
し
た
の
は
協
会
で
直

接
運
営
し
て
い
る
「
公
園
サ

接
運
営
し
て
い
る
「
公
園
サ

ポ
ー
タ
ー
」
で
す
が
、
こ
の

ポ
ー
タ
ー
」
で
す
が
、
こ
の

他
に
も
山
崎
・
谷
戸
の
会
は

他
に
も
山
崎
・
谷
戸
の
会
は

じ
め
沢
山
の
市
民
活
動
グ
ル

じ
め
沢
山
の
市
民
活
動
グ
ル

ー
プ
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ー
プ
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。梅津美葉さん梅津美葉さん

「６月は30日に開店します！」　「６月は30日に開店します！」　
　ビストロてらハウス　ビストロてらハウス

岩崎別荘の絵葉書岩崎別荘の絵葉書

５月は花も緑も鯉のぼりも“満開”…鎌倉中央公園５月は花も緑も鯉のぼりも“満開”…鎌倉中央公園

え、これが公園の遊歩道…夫婦池公園え、これが公園の遊歩道…夫婦池公園

木っこリーズのこもまき活動木っこリーズのこもまき活動

マーマレード世界大会・

職人部門で金賞を受賞

さん日
ひ

髙
だ かだ か

直
な

穂
お

子
こ

扇
ガ
谷
の
岩
崎
別
荘

扇
ガ
谷
の
岩
崎
別
荘

3636

島
本　

千
也

島
本　

千
也

3636

大
動
脈
瘤
―
胸
、背
中
、腹
の
そ
の
痛
み
は
心
筋
梗
塞
で
な
い

大
動
脈
瘤
―
胸
、背
中
、腹
の
そ
の
痛
み
は
心
筋
梗
塞
で
な
い

鎌
倉
市
医
師
会
理
事

鎌
倉
市
医
師
会
理
事

浜
名　

哲
郎

浜
名　

哲
郎

9797

開
店
！
ビ
ス
ト
ロ
て
ら
ハ
ウ
ス

開
店
！
ビ
ス
ト
ロ
て
ら
ハ
ウ
ス

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局
長　

小
木
曽 

駿

☆
鎌
倉
市
倫
理
法
人
会

☆
鎌
倉
市
倫
理
法
人
会 

通
信
通
信

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
鎌
倉
を
梁
山
泊
に
！

4444

第
４
回
東
日
本
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

鎮
魂
と
祈
り
の
音
色
〜
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

３
年
ぶ
り
の
新
刊『
郷
土
誌

３
年
ぶ
り
の
新
刊『
郷
土
誌 

葉
山
』

葉
山
』

葉
山
郷
土
史
研
究
会

葉
山
郷
土
史
研
究
会

新刊書『
鎌
倉
夢
幻
』

『
鎌
倉
夢
幻
』

杉
本
杉
本

子
著
子
著

自
然
と
共
存
で
き
る
街　

自
然
と
共
存
で
き
る
街　

永永とと

遠遠わわ

にに

公
益
財
団
法
人

公
益
財
団
法
人
鎌
倉
市
公
園
協
会

鎌
倉
市
公
園
協
会

市
民
の
た
め
の
市
民
に
よ
る
市
民
の
公
園
を

市
民
の
た
め
の
市
民
に
よ
る
市
民
の
公
園
を

市
民
と
共
に
学
び
育
て
る
公
園
づ
く
り

市
民
と
共
に
学
び
育
て
る
公
園
づ
く
り

フ
ォ
ト
コ
ン
締
切
９
月

フ
ォ
ト
コ
ン
締
切
９
月
1515
日

　

１
９
６
６
年
１
月
に
「
古
都
保
存
法
」
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け

　

１
９
６
６
年
１
月
に
「
古
都
保
存
法
」
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
緑
保
全
の
た
め
の
市
民
運
動
、
御
谷
騒
動
に
見
ら
れ
る

と
な
っ
た
緑
保
全
の
た
め
の
市
民
運
動
、
御
谷
騒
動
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
鎌
倉
市
民
は
緑
に
対
す
る
意
識
が
高
い
よ
う
だ
。
緑
の

よ
う
に
、
鎌
倉
市
民
は
緑
に
対
す
る
意
識
が
高
い
よ
う
だ
。
緑
の

保
全
に
向
け
た
活
動
を
す
る
鎌
倉
市
公
園
協
会
に
つ
い
て
、
同
協

保
全
に
向
け
た
活
動
を
す
る
鎌
倉
市
公
園
協
会
に
つ
い
て
、
同
協

会
業
務
課
主
事
平
田
有
紀
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
。

会
業
務
課
主
事
平
田
有
紀
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
。

朝日新聞の購読料は朝日新聞の購読料は
口座振替で口座振替で
・手数料は一切不要・手数料は一切不要
・手続き簡単・手続き簡単

ＡＳＡＡＳＡ

詳しくは最寄りの詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せをＡＳＡへお問合せを
・専業従業員・専業従業員
・婦人パート・婦人パート
・学生アルバイト・学生アルバイト

従業員募集従業員募集

　

結
露
の
発
生
に
は
二
つ
の
タ

　

結
露
の
発
生
に
は
二
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
冬
型
結
露

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
冬
型
結
露

と
梅
雨
型
結
露
で
す
。

と
梅
雨
型
結
露
で
す
。

　

梅
雨
型
結
露
は
春
先
か
ら
夏

　

梅
雨
型
結
露
は
春
先
か
ら
夏

に
か
け
て
降
雨
に
よ
る
水
分
の

に
か
け
て
降
雨
に
よ
る
水
分
の

供
給
が
豊
富
で
湿
度
１
０
０

供
給
が
豊
富
で
湿
度
１
０
０
%

に
近
い
状
態
で
発
生
す
る
結
露

に
近
い
状
態
で
発
生
す
る
結
露

で
す
。
こ
れ
は
期
間
も
短
い

で
す
。
こ
れ
は
期
間
も
短
い

し
、
雨
が
降
れ
ば
必
ず
発
生
す

し
、
雨
が
降
れ
ば
必
ず
発
生
す

る
訳
で
も
な
い
の
で
、
建
物
を

る
訳
で
も
な
い
の
で
、
建
物
を

痛
め
る
ほ
ど
の
事
で
は
な
い
と

痛
め
る
ほ
ど
の
事
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

問
題
は
冬
型
結
露
で
、
暖
房

　

問
題
は
冬
型
結
露
で
、
暖
房

の
為
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス

の
為
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス

ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
て
部
屋
を
暖

ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
て
部
屋
を
暖

め
る
わ
け
で
す
が
、
石
油
や
ガ

め
る
わ
け
で
す
が
、
石
油
や
ガ

ス
が
燃
焼
す
る
と
水
と
二
酸
化

ス
が
燃
焼
す
る
と
水
と
二
酸
化

炭
素
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
窓
も

炭
素
に
分
解
さ
れ
ま
す
。
窓
も

閉
め
切
っ
て
あ
る
の
で
人
の
呼

閉
め
切
っ
て
あ
る
の
で
人
の
呼

吸
か
ら
も
水
分
は
発
生
し
て
い

吸
か
ら
も
水
分
は
発
生
し
て
い

ま
す
。
室
温
も

ま
す
。
室
温
も
2525
度
以
上
あ

度
以
上
あ

り
、
何
し
ろ
冬
場
の
建
物
の
内

り
、
何
し
ろ
冬
場
の
建
物
の
内

は
水
蒸
気
で
一
杯
で
す
。

は
水
蒸
気
で
一
杯
で
す
。

　

夜
に
な
り
睡
眠
す
る
時
は
、

　

夜
に
な
り
睡
眠
す
る
時
は
、

暖
房
の
ス
イ
ッ
チ
は
全
て
消
さ

暖
房
の
ス
イ
ッ
チ
は
全
て
消
さ

れ
ま
す
。
布
団
の
中
は
温
か
い

れ
ま
す
。
布
団
の
中
は
温
か
い

の
で
す
が
、
冬
場
の
明
け
方
は

の
で
す
が
、
冬
場
の
明
け
方
は

５
度
前
後
に
ま
で
室
温
が
下
が

５
度
前
後
に
ま
で
室
温
が
下
が

り
ま
す
。

り
ま
す
。
2525
度
以
上
で
空
気
中

度
以
上
で
空
気
中

に
漂
っ
て
い
た
水
蒸
気
は
、
５

に
漂
っ
て
い
た
水
蒸
気
は
、
５

度
前
後
に
下
が
っ
た
室
内
で
は

度
前
後
に
下
が
っ
た
室
内
で
は

空
気
の
中
に
漂
っ
て
い
る
こ
と

空
気
の
中
に
漂
っ
て
い
る
こ
と

が
で
き
ず
に
必
ず
結
露
に
変
わ

が
で
き
ず
に
必
ず
結
露
に
変
わ

り
ま
す
。
ガ
ラ
ス
の
表
面
だ
け

り
ま
す
。
ガ
ラ
ス
の
表
面
だ
け

で
な
く
、
壁
の
中
で
も
結
露
が

で
な
く
、
壁
の
中
で
も
結
露
が

起
き
て
い
ま
す
。
建
物
を
傷
め

起
き
て
い
ま
す
。
建
物
を
傷
め

る
結
露
が
暖
房
を
し
て
い
る
期

る
結
露
が
暖
房
を
し
て
い
る
期

間
毎
日
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

間
毎
日
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

解
決
策
は
簡
単
で
、
家
の
中

　

解
決
策
は
簡
単
で
、
家
の
中

の
温
度
を
一
定
に
保
つ
こ
と
が
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